
工業経営研究学会第 12 期理事会が掲げる 3 年間の統一テーマは、大平義隆会長により「ガバナンスとモノづ

くり」と設定されております。この 3 年間の統一テーマをふまえ、理事会ならびに実行委員会で検討を行い、第

37 回大会統一論題のテーマを「不確実性が高まる中でのガバナンスとモノづくり」と決定いたしました。 

コロナ禍に象徴されるように、近年は予想もしなかった経営環境の変化に直面しています。不確実性が高まる

なかで生じるリスクに対し頑健性の高い工業経営を目指すために企業に求められる行動はどのようなものでし

ょうか。このような問題意識のもと、、上記の今大会の統一論題テーマとして設定し、今日的な不確実性の中で求

められる持続可能な工業経営の未来像について議論していければと考えます。 

また、今大会では栃木精工株式会社様のご協力をいただき、2 日目 10：00 からオンライン形式での工場紹介・

特別講演を実施いたします。新しい試みとなりますが、ご期待ください。 

第 37 回工業経営研究学会大会実行委員長 

千葉商科大学 池田武俊
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田中 史人（国士舘大学） 奥寺 葵（千葉商科大学） 李 超（近畿大学） 

「事業領域の探索と技術の価値

読み替えに関する研究」 

「日本の PET ボトルリサイクル

システムの新展開」 

「多国籍企業における人的資源

管理の現地化と LOR につい

て」 

奥居 正樹（広島大学大学院） 中村 真悟（立命館大学） 于 暁爽（札幌大学） 

「ダイナミックケイパビリティ

と起業家研究とのつながり」 

「製造企業のサービス化に関す

る研究－コロナ禍における顧客

接点と相互作用に着目して－」 

「日本の製造業におけるリーダ

ーシップ観察学習に関する研究 

―日本型組織構造の特徴および

構成員の意識に注目して―」 

河野 良治（秀明大学） 徳田 美智（倉敷芸術科学大学） 磯部 太郎（広島大学大学院生） 

「 e-MTB 製品の価値づくりに

関する研究―台湾自転車メーカ

ーA 社の事例研究―」 

 

「コマツにおけるデジタル化の

取り組み 

―建設機械のデジタル化と建設

プロセスのデジタル化―」 

 

張 書文（台湾 東海大学） 柴田 喜悠（大阪公立大学大学院生） 
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グローバリゼーション研究分科会 

那須野 公人（作新学院大学 名誉教授 ）   
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統一論題趣旨説明 

 司会者：大平 義隆（北海学園大学） 

 

報告①「部品共通化に伴う不確実性への対処 

―部品共通化研究の整理と自動車企業の到達点を踏まえて―」 

報告者：宇山 通（九州産業大学） 

報告②「日本自動車産業の不確実性と求められる対応 

―戦前期の電装品取引の考察を手がかりに―」 

報告者：牧 良明（大阪公立大学） 

報告③「コーポレートガバナンスの重点移行と不確実性の時代に対するものづくり企業の

対応 ―地場のものづくり企業における「オープンファクトリー」化との関連より―」 

報告者：那須野 公人（作新学院大学 名誉教授 ） 

休憩 

報告者と各報告に対するコメンテーターのやりとり〈1 報告あたり 20 分〉 

宇山報告へのコメント：村上 喜郁（追手門学院大学） 

牧報告へのコメント：田口 直樹（大阪公立大学） 

那須野報告へのコメント：下畑 浩二（相愛大学） 

フロアーからの質疑応答  

 

●

 

 

 



● 開催に向けての注意事項 

 

 各会場の確定、ZOOM 設定などにつきましては、第 2 報以降、改めてご連絡申し上げま

す。 

今後のご連絡についても、必ずご確認いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

以上  


